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東
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草
郷
友
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第
18
代
会
長　
　

堺　

亜
琉

　

日
頃
よ
り
東
京
天
草
郷
友
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
、
地
方
に
よ
っ
て
は
強
烈
な
寒
波
が
日
本
列
島
を

覆
い
ま
し
た
が
、
東
京
で
は
麗う

ら

ら
か
な
春
を
迎
え
ま
し

た
。
４
月
に
は
天
皇
陛
下
が
退
位
さ
れ
、
皇
太
子
さ
ま

の
即
位
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
年
号
と
な

る
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
と
な
る
よ

う
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
や
は
り
天
草
の
㟢
津

集
落
を
構
成
資
産
に
含
む
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登

録
が
決
定
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
故
郷
を
同
じ
く
す
る

者
に
と
っ
て
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
実
際
に
観

光
客
も
増
え
、
天
草
市
に
よ
る
と
、
決
定
後
の
昨
年
７

月
か
ら
１２
月
ま
で
に
㟢
津
集
落
を
訪
れ
た
人
数
は
１０
万

２
千
人
を
超
え
、
前
年
同
時
期
に
比
べ
５
万
８
千
人
以

上
増
え
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
振
興
に
繋

が
る
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
が
登
録
す
る
世
界
遺
産
は
、
そ
の
特
質
に

応
じ
て
「
文
化
遺
産
」「
自
然
遺
産
」「
複
合
遺
産
」
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
人
類
が
共
有
す
べ
き
「
顕

著
な
普
遍
的
価
値
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
球
全
体
を
保
護
す
る
動
き
は
、
温
暖
化
が

進
む
中
で
、
世
界
共
通
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
１２
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２４
）
で
は
、
パ
リ
協
定
の
実
施
指

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
パ
リ
協
定
は
２１
世
紀
後
半
に

世
界
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
先
進
国
と
途
上
国
は
共
通
の
ル

ー
ル
の
下
で
削
減
目
標
を
設
定
し
、
地
球
温
暖
化
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
世
界
が
美
し
い
地
球

を
維
持
す
る
た
め
に
一
つ
に
な
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
文
化
遺
産
登
録
は
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

流
れ
の
一
端
で
す
。
ふ
る
さ
と
天
草
が
国
際
舞
台
に
立

っ
て
い
る
こ
と
を
想
う
と
、
改
め
て
誇
ら
し
く
思
う
次

第
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
は
変
化
の
早
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
機
器
の
発
展
は
、
世
界

中
が
一
瞬
で
繋
が
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
昨
年

の
流
行
語
大
賞
に
お
い
て
、
経
済
界
か
ら
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

（
ガ
ー
フ
ァ
）
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
と
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
圧
倒
的
な
規
模
で
集
め
て
い

る
勝
ち
組
企
業
で
あ
る
「
Ｇｏｏｇ
ｌｅ
（
グ
ー
グ
ル
）」、

「
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
（
ア
ッ
プ
ル
）」、「
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ
（
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
）」、「
Ａｍａｚｏｎ
．ｃｏｍ
（
ア
マ
ゾ
ン
・
ド

ッ
ト
・
コ
ム
）」
の
頭
文
字
を
並
べ
た
呼
称
で
す
。
い

ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
で
あ
り
、
世

界
中
の
人
が
毎
日
こ
の
４
社
の
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
世
界
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
も
上
位
を
占
め
、時
勢
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

数
年
後
に
は
、
社
会
が
今
と
は
全
く
違
う
シ
ス
テ
ム
で

動
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
時
代
の
中
、
東
京
天
草
郷
友
会
に

お
い
て
も
、
当
初
か
ら
新
し
い
事
業
と
し
て
計
画
し
て

お
り
ま
し
た
各
世
代
を
超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
「
東
京
天
草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
発
足
致

し
ま
し
た
。
第
１
回
は
昨
年
１１
月
１４
日
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
現
役
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
を
中
心
に
、
新
た
な
出
会
い
と
郷
里
の
経
済
・
文

化
交
流
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
集
ま

り
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
や
、
若
い
の
で
仕
事
が

忙
し
く
、
ふ
る
さ
と
会
に
は
足
が
遠
の
い
て
い
る
方
々

に
も
、
興
味
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
変
化
を
取
り
入
れ
、
且
つ
、
変
わ
ら
な
い
良
き

伝
統
を
継
承
し
て
い
き
ま
す
。役
員
・
幹
事
の
方
々
と
、

「
老
、
壮
、
青
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
会
作
り
」
を
更

に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。４
月
２８
日
に
は
、

本
年
度
の
総
会
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
衷
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

堺　亜琉  会長
…「老」「壮」「青」のバランス
がとれていることが理想 …
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熊本県人会副会長（大江出身）
東京天草町人会会長

通産省ガス工作物溶接・電気事業法溶接施工法
高圧ガス取締法溶接施工法承認工場
第一種圧力容器製造認可工場
球形ホルダー・有水式ガスホルダー・各種製缶
SS・SUS製サイロ、タンク・配管、各種現場工事

（工場・白井工業団地−従業員８０名）

〈本社〉
〒２73−０１１5
千葉県鎌ケ谷市東道野辺7−１８−２5
TEL�０４7−４４４−553１　FAX�０４7−４４3−6１37

有
限
会
社  

マ
キ
ノ
・
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役
　

岩
下
　
幹
子

〒
２
７
０

−

０
２
２
５

千
葉
県
野
田
市
平
井
２
３
０

電
話
／
０ 

４

−

７
１
９
８

−

１
１
２
３

【
三
ツ
堀
営
業
所
】〒
２
７
８

−

０
０
１
１

　
　
　

千
葉
県
野
田
市
三
ツ
堀
４
１
１

−

１
３
２

電
話
／
０ 

４

−

７
１
７
０

−

０
５
５
７



東京天草郷友会 会報平成31（２０19）年３月１日（3） 第１０8号

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
下
期
行
事
の
中
で
、
昭
和

時
代
か
ら
歴
史
の
重
み
あ
る
、
東
京
天
草
郷
友
会

「
秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
は
、
第
４０
回
の
ア
ニ

バ
サ
リ
ー
大
会
を
迎
え
、
平
成
3０
年
１１
月
１１
日

（
日
）千
葉
県
成
田
市
に
あ
る
名
門
「
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
成
田
ハ
イ
ツ
リ
ー
」
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
ゴ
ル
フ
場
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
各
自
が
組

織
す
る
会
員
組
合
を
通
じ
て
、ゴ
ル
フ
場
を
所
有
、

運
営
さ
れ
て
い
る
希
有
な
ゴ
ル
フ
場
で
す
。ま
た
、

コ
ー
ス
名
は
現
在
の
江
戸
川
区
中
央
地
区
で
、
高

木
工
業
を
経
営
さ
れ
て
い
た
高
木
康
夫
社
長
さ
ん

が
、
高
（
ハ
イ
）
木
（
ツ
リ
ー
）、
ハ
イ
ツ
リ
ー

と
命
名
さ
れ
た
と
言
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ゴ
ル
フ
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　

本
大
会
は
こ
こ
数
年
来
、
天
気
に
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た（
Ｈ
２２
年
3１
回
〜
Ｈ
２９
年
3８
回
大
会
中
、

４
年
４
回
が
雨
天
）
が
、
本
年
は
天
下
の
秋
晴

れ
！
。
気
温
上
々
、周
囲
の
紅
葉
を
目
の
保
養
に
、

気
分
上
々
の
正
に
ゴ
ル
フ
日
和
。
天
草
ん
ち
の
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
精
鋭
達
が
、
平
成
時
代
最
後
の
優
勝

目
指
し
一
日
中
白
い
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を（
中
に
は
、

赤
い
ボ
ー
ル
も
あ
っ
た
？
）
追
い
か
け
た
。

　

当
日
の
成
績
は
、「
天
草
ふ
る
さ
と
対
抗
ゴ
ル

フ
大
会
」
並
び
に
「
秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
に

は
、常
連
の
ゲ
ス
ト
の
方
々
が
上
位
を
占
め
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
活
躍
が
目
立
っ
た
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
次
回
以
降
、
会
員
の
奮
起
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。
表
彰
式
で
は
、
豊
富
な
商
品
を
ゲ
ッ
ト

し
た
人
、
し
な
か
っ
た
人
？
シ
ョ
ッ
ト
の
自
慢
？

グ
リ
ー
ン
の
せ
い
に
し
た
パ
ッ
ト
の
反
省
？
入
り

乱
れ
た
話
題
に
、
そ
れ
ぞ
れ
和
気
あ
い
あ
い
の
賑

や
か
さ
で
散
会
し
ま
し
た
。

成績

優　勝
金沢又一（河浦G）

準優勝
笛田敬仁（河浦G）

三　位
徳島雅治（河浦G）

BG out ３８ in４０ gross ７８
笛田敬仁（河浦G）

ニアピン賞
＊out ４　金沢又一（河浦G）
＊out ８　西末光（五和）

大会協賛品提供者

銀座ファイブスター 久保祐一郎様（龍ヶ岳）

国土緑化㈱ 堺　　亜琉様（龍ヶ岳）

　

来
年
は
「
新
元
号
」
の
下
、
６
月
６
日（
木
）第

２０
回
「
天
草
ふ
る
さ
と
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
」、
１１

月
１１
日（
月
）「
秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
計
画

い
た
し
ま
す
。み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
腕
を
磨
か
れ
、

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

楽
し
い
一
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
事
業
部
長　

寺
平　

末
廣
）

二時間後の、３パットも右OBも脳裏の何処にも無い？
スタート前の無垢な面 ？々万遍の笑み・笑み・笑み♪♪

スイングは“良好”１Wも横振りは、
玉が右へ行く！フニッシュを縦ぶり
にしてみよう！来年は期待の“星“

ゴルフは、インパクトのクラブフエー
スが全てだ！。スタイルは二番目！
ハンディ２桁貰えりゃ優勝ジャヨ！

ドライバーで「方向だし」？特に下
半身の動き“良”左足・右足の動
き“満点”只クラブは振り切ろうゃ？

ウーン？！スイング的には、特段の
欠点無いが？只スコアに結びつい
てないようだ、なァー！

フォアー？！頭 が 早く上 がった
なぁー右だ！なんであそこに池作っ
たんだよぅー！

スコア「７8」、BGの豪快なドライバーショッ
ト！体重移動はいまいちに見えるが？上
半身の捻りで上体が２７3度？回りフニッ
シュ時は完璧なクラブの軌跡（＾^ ♪

第40回 東京天草郷友会

の
開催！ゴルフ大会

秋 親睦
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　去る２月３日（日）に昨年に続き、第二回天草地域対抗のど自慢大会が深川江戸資料館にて開催されました。

出場者は最年長の金子正明さんを始め、最年少の美月ちゃんなど総勢５０名で、皆さんによる大熱唱が最後まで続

きました。

　今年は青年部の出場者が目立ち、楽しい会となりました。

　皆さん、甲乙付けがたいほど歌が上手な方ばかりで、審査員の先生方もさぞかし難しい審査だったのではと思

いました。普段からカラオケで練習を積んで今回出場されたのだろうと想像した次第です。今回は飛び入り参加

で、歌手の逢川まさきさんが「ふるさとは天草」を会場の皆さんへプレゼントとして歌ってくださいました。第

二回のど自慢大会の審査結果は、地域対抗戦で総合優勝は有明町、準優勝は松島町、３位は苓北町、熟年の部は

松島町の松田裕一さん、壮年の部は有明町の河内康宏さん、青年の部は有明町の重田佳奈さん（有明）、少年少

女の部は龍ヶ岳の野田YMCD、特別賞は有明町の明瀬さん「こまっちゃうな」の美装少女での熱唱が会場の笑

いと盛り上がりで、表彰となりました。最後まで大いに賑わった、東京天草郷友会ののど自慢大会でした。

天草地域対抗� のど自慢大会
開催される！

優勝者 ◦総合優勝　　　有明町のみなさん
◦準優勝　　　　松島町のみなさん
◦３位　　　　　苓北町のみなさん
◦熟年の部　　　松田裕一さん（松島）　  男の背中 　 ＜増位山太志郎＞
◦壮年の部　　　河内康宏さん（有明）　  天狼  　 ＜谷村新司＞
◦青年の部　　　重田佳奈さん（有明）　  First Love 　 ＜宇多田ヒカル＞
◦少年少女の部　野田YMCD　 （龍ヶ岳）恋するフォーチュンクッキー　＜AKB48＞
◦特別賞　　　　明瀬建さん　 （有明）　 こまっちゃうな　＜山本リンダ＞

青年の部で優勝された重田さん 各受賞者の皆さん
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第２回 天草地域対抗� のど自慢大会

審査員の先生方 堺会長よりご挨拶

尚、来年も２月２日（日）深川江戸資料館で開催しますので、皆様
の御出場と観客動員のご協力を何卒どうぞ宜しくお願い致します。
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新時代を迎える餅つき大会第8回
　

恒
例
の
第
８
回
餅
つ
き
大
会
（
関
東
ふ
る
さ
と

新
和
会
、
藤
川
工
務
店
主
催
）
は
、
去
る
１２
月
９

日（
日
）に
横
浜
市
郊
外
の
ふ
る
さ
と
天
草
の
山
河

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
、
竹
林
に
隣
接
す
る
藤
川
工

務
店
（
会
長
：
藤
川
博
祥
）
の
多
目
的
広
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
新
和
会
と

藤
川
工
務
店
の
職
員
と
そ
の
家
族
の
他
天
草
地
域

会
か
ら
も
多
数
ご
参
加
戴
き
、
２
０
０
名
を
超
す

人
で
「
平
成
」
最
後
と
な
る
餅
つ
き
大
会
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

１０
時
か
ら
、
新
和
会
の
山
下
順
子
副
会
長
と
藤

川
工
務
店
の
藤
川
圭
一
社
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始

ま
っ
た
餅
つ
き
に
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

も
加
わ
り
各
家
庭
で
は
ほ
と
ん
ど
体
験
で
き
な
く

な
っ
た
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
の

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
お
餅
つ
き
で
盛
り
上

が
る
会
場
に
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
て
、
子
ど

も
た
ち
は
思
わ
ぬ
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ど

の
顔
も
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
各
地
域
会
で
は
若
い
人
た
ち
の

参
加
離
れ
が
心
配
さ
れ
る
中
、
お
よ
そ
５０
名
の
子

ど
も
た
ち
が
保
護
者（
親
、
祖
父
母
）と
伴
に
参
加

し
て
楽
し
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
、
次
世
代
へ
繋
が

る
未
来
の
会
員
と
し
て
期
待
が
持
て
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
の
他
、
今
年
も
ふ
る
さ
と
新
和
産
の
１

０
０
ｋ
ｇ
超
の
大
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ウ
も
行
わ

れ
、
早
速
つ
き
た
て
の
お
餅
と
共
に
参
加
者
に
振

舞
わ
れ
、
去
り
行
く
平
成
の
年
末
の
一
日
を
よ
く

食
べ
、
よ
く
飲
み
、
よ
く
喋
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
来
る
年
平
成
３１
年
５
月

に
は
、
輝
か
し
い
新
時
代
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

な
が
ら
、
平
成
最
後
と
な
る
餅
つ
き
大
会
を
散
会

し
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
餅
つ
き
大
会
の
模
様
は
「
み
つ
ば
ち

ラ
ジ
オ
」
で
天
草
や
全
国
に
向
け
て
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

�

関
東
ふ
る
さ
と
新
和
会　

園
田　

達
彦

藤川社長挨拶山下副会長挨拶

逢川まさきショウ

圧巻1００キロの本マグロ解体ショー

サンタさん
プレゼントありがとう

おっ
がんばってるね

会報「あまくさ」の発行賛助寄付者
会報の発行経費をご支援いただきありがとうございました！

行
政
書
士田

尻
　
鉄
矢
（
五
和
）

板
橋
区
徳
丸
６

−

５

−

1０

社
会
保
険
労
務
士
段
下
正
志
事
務
所

段
下
　
正
志
（
龍
ヶ
岳
）

千
代
田
区
飯
田
橋
３

−

２

−

1０

−

206

◆
◆
株
式
会
社
　
藤
川
工
務
店

代
表
取
締
役

藤
川
　
圭
一

従
業
員
募
集
：
と
び
・
土
工
・
型
枠
大
工
・
鉄
筋
工
他

各
種
資
格
取
得
者
優
遇
す（
寮
完
備
）

概
ね
、
５０
歳
程
度
の
方
迄
と
い
た
し
ま
す
。

■
本
社

〒
223

−

0056 

横
浜
市
港
北
区
新
吉
田
町
五
七
八
〇
番
地
八
号

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
五
（
五
九
二
）
五
〇
七
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
五
（
五
九
三
）
三
〇
一
八

■
関
東
事
務
所

〒
341

−

0005 

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一

−

一
三
二

−

一

　
　
　
　

電　

話　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
八
（
九
五
三
）
二
六
六
五

　

一
般
建
設
業　

と
び
、土
木
工
事

　

東
京
都
知
事
許
可
番
号（
般

−

２７
）第
１
２
４
４
７
２
号

株
式
会
社 

九ク

州ス

斗ト

建
設　

代
表
取
締
役
　

寺
平 

末
廣
（
河
浦
出
身
）

〒
１
２
１

−

０
８
２
３

東
京
都
足
立
区
伊
興
４

−

３

−

２ 

４

電　

話
／
０ 

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０ 

３

−

６
８
０
７

−

１
５
０
６

鉄筋工事一式請負　

角 元 興 業

代　表

角元　賢謹
（新和出身）　

〒１9０−００３１
東京都立川市砂川町4-１１-２１
TEL・FAX ０4２−５３6−５4２１
携帯電話 ０9０−7００8−１4３１
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女性部主催の旅行会
　１月２０日（日）参加者２7名が東京駅に集合、バスにて高
速道路を日光・鬼怒川温泉へと出発した。
　昼前に栃木県に入り昼食後、樹齢4００〜8００年の杉に包ま
れた荘厳な雰囲気の東照宮に到着、先ずは輪王寺前に集合、
御坊から「この時期は雨・雪で天候の悪い日が多いが、本
日は快晴で、しかも当寺は、１０年の大修理を終えたばかり
の綺麗な建物になりました。このような状況下で拝見でき
るのは、皆さん平素の行いが余程良いと思います」との言に、
私も嬉しくなり鬼門除札を購入し、家族の無病息災を祈願
することとした。
　家康公の墓所に向かう坂下門に「眠り猫」、その裏側に雀
が舞っている彫刻があった。猫も気にせず寝ているほど平
和な世の中を願ったとの説でした。
　坂下門から２０7の階段を上り墓所に着いた時、同時に登り
着いた米国人夫婦と息を弾ませ、喜びの握手（国際親善？）
を交わした。
　参拝を終えて鬼怒川温泉ホテルに到着、温泉に浸った後、
夕食会から宴会へと移り、歌と踊りで盛り上がっている最
中、「岸壁の母」では、引き揚げ船が来るたびに♪もしやも

しやにひかされて、息子を探す母の姿の熱演に感動して涙
が止まりませんでした。
　翌日、那須烏山市で戦時中の戦車工場予定地の洞窟を酒
蔵にした場所を見学、本店で大吟醸酒の試飲はタダと聞き、
吟味しすぎてほろ酔い気分になる。
　次に大谷石採掘場を訪れ、野球場がスッポリ入ってしま
う程の空洞は、大谷石が掘り出された跡だと驚かされた。
　満足な旅気分で利根川を渡り東京への帰途、バスの左手
に実に見事な真ん丸で大きな月が出、右手には霊峰富士が
夕闇に浮かび、バス内は歓声が上がる程の絶景でした。自
宅でニュースを見て、１月２１日はスーパームーンと言われ、
月が地球に最接近したため最大の満月を見られたことを知
り、「なんと、ふのよか」日に当たったものかと思いました。
　私は、一昨年新潟雪景色の「弥彦神社」、昨年は浜松の
女城主直虎の「龍潭寺」への旅行に参加させていただきま
した。この会の旅行は歴史を学び、見聞が広がり、しかも
皆さんとの親睦が深められ、実に有意義な旅行であったと
感謝しております。ありがとうございました。
 （明瀬　建）

女性部主催新春旅行に参加して

鬼怒川温泉ホテル

歌に酔いしびれました♪

後ろが気になる……

歌えや！踊れや

いざ出発！！

大谷石採掘場

くんづ。ほぐれつ
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３０
名
は
4０
歳
未
満

の
方
が
中
心
で
し

た
。
当
日
は
、
平

日
の
開
催
で
あ
る

こ
と
か
ら
時
間
も

限
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
夕
方
の
６

時
３０
分
開
演
講
演
会
約
１
時
間
・
懇
親
会
１
時
間
で
の
日

程
で
し
た
。
各
所
で
名
刺
交
換
を
し
て
い
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
、
ま
た
、
当
日
は
公
務
で
上
京
し
て
い
た
上
天
草
市

の
堀
江
市
長
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
交
流
に
努
め
て
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
印
象
深
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
存
在
を
始
め
て
知
っ
た

と
の
お
声
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
首
都
圏
在
住
の
天
草

出
身
で
つ
く
る
東
京
天
草
郷
友
会
は
、
そ
の
歴
史
は
１
０

０
年
を
優
に
超
え
る
団
体
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
す

べ
て
の
方
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
各
地
の
ふ
る
さ
と
会
で
も「
若
手
の
方
が
い
な
い
」

と
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
う
で
も
無
い

と
感
じ
ま
し
た
。
確
か
に
人
口
減
少
に
よ
り
数
は
減
っ
て

い
る
こ
と
は
正
し
い
で
す
が
、
東
京
に
も
天
草
出
身
の
若

手
は
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
手
は
こ
う
い
う
会
が
好
き
で
は
な
い
の
で
は

と
の
先
入
観
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
参
加
し
た
３０
代
の
女
性
の

方
は
、「
久
々
に
天
草
弁
が
聞
け
て
、
と
て
も
嬉
し
く
懐

か
し
く
思
い
ま
す
。
天
草
の
両
親
の
知
り
合
い
の
方
と
も

お
話
が
で
き
て
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

　

２０
代
の
男
性
の
方
は
、「
天
草
出
身
で
、
こ
ん
な
に
活

躍
を
し
て
い
る
方
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
勇

気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
の
頼
も
し
い
意
見
も
頂
き
ま
し

た
。

　

一
方
、
参
加
し
た
会
員
の
方
か
ら
の
反
応
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
「
若
手
が
多
く
て
驚
い
た
。
こ
ん
な
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
多
く
の
お
褒
め
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
が
、「
２
回
目
が
大
切
だ
か
ら
ね
」
と
の
激

励
の
お
言
葉
も
お

預
か
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て

は
、
年
２
〜
３
回

の
ペ
ー
ス
で
開
催

を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１１
月
１6
日
熊
本
日
日
新
聞
に
下
記
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
都
圏
在
住
の
天
草
出
身
者
で
つ
く
る
東
京
天
草
郷
友

会
は
１１
月
１4
日
夜
、
同
会
内
に
経
済
分
野
の
連
携
を
進
め

る
「
東
京
天
草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
発
足
さ
せ
、
都
内

に
て
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
経
営
者
ら
と
天
草
の
企
業
を
結
び
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
な
ど
に
つ
な
げ
る
狙
い
。
定
期
的
に
会
合
を

開
き
、
情
報
交
換
や
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
。

　

初
会
合
に
は
約
8０
人
が
出
席
。
天
草
市
出
身
で
多
く
の

ビ
ジ
ネ
ス
書
を
出
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
江
上
治
さ
ん
（
５１
歳
）
が
「
年
収
の
１
億
円
思
考
」

と
題
し
て
講
演
し
、「
掃
除
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
、
自

分
が
一
番
と
言
え
る
分
野
を
作
る
こ
と
が
成
功
の
土
台
に

な
る
」
と
語
っ
た
。

　

堺
会
長
は
、「
故
郷
に
恩
返
し
が
出
来
る
よ
う
に
活
動

を
広
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

　

先
日
、
平
成
最
後
の
成
人
式
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
今

年
は
１
２
５
万
人
の
方
が
成
人
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

私
が
成
人
と
な
っ
た
昭
和
6１
年
は
１
８
２
万
人
・
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
昭
和
4５
年
は
２
４
６
万
人
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
２8
年
の
出
生
数
は
94
万
人
と
過
去
最
小
を

更
新
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
で
の
少
子
高
齢
化
は
、
政
治
が
変
わ
ら
な
い
限
り

今
後
も
続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

当
会
で
あ
る
東
京
天
草
郷
友
会
に
目
を
戻
す
と
、
同
じ

よ
う
な
状
況
で
会
員
の
超
高
齢
化
が
更
に
進
展
し
て
お

り
、
会
の
存
続
の
た
め
に
若
手
の
発
掘
は
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
堺
会
長
の
提
言
の
も
と
、
二
つ

の
柱
と
し
て
昨
年
開
催
し
た
ふ
る
さ
と
の
ど
自
慢
大
会

と
、
今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
を
開
催
に
よ
り
更
な
る
活

性
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の
開
催
に
よ
り
会
員
の
す
そ
野
を
広

げ
、
将
来
的
に
は
若
手
を
会
に
呼
び
込
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
部
が
中
心
と
な
り

集
客
に
つ
と
め
ま
し
た
。

　

会
員
さ
ん
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
天
草
高
校
卒
業

生
・
天
草
工
業
高
校
卒
業
生
の
お
店
に
も
チ
ラ
シ
を
置
い

て
も
ら
い
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
に
つ
い
て
は
天
草
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
か

ら
選
定
し
て
、
今
回
は
若
手
と
し
て
活
躍
し
多
く
の
著
書

も
出
し
て
い
る
本
渡
出
身
・
天
草
高
校
卒
業
の
江
上
治
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
陰
も
あ
り
当
日
は
会
場
満
席
と
な
る
8２
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
内
訳
を
見
て
み
ま
す
と
、
半
分
は
会
員
の
皆

様
で
し
た
が
、
残
り
半
分
は
会
員
以
外
の
方
で
、
か
つ
約

　

今
回
の
よ
う
な
１
０
０
人
規
模
を
１
回
と
２０
〜
３０
人
規

模
を
２
回
程
度
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
は
日
本
に
お
い
て
は
避
け
て
通
れ
な
い
問

題
だ
と
悲
観
し
て
嘆
く
よ
り
、
前
向
き
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
山
中
教
授
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
の
進
展
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
人
は
健
康
で
長
生
き
で

き
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到

来
」
と
の
言
葉
も
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
年

配
の
先
輩
方
も
永
く
健
康
で
こ
の
会
に
参
加
で
き
、
ま
た

若
手
の
方
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
。
先
輩
方
か
ら
後
輩
へ

襷
を
繋
げ
る
会
で
あ
れ
ば
、
今
よ
り
も
参
加
者
も
増
え
て

永
遠
に
繁
栄
で
き
る
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の「
東
京
天
草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」を
開
催
し
て
、

い
く
つ
か
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
東
京
天
草
郷
友
会
の
認
知
度
を
も
っ
と
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
上
へ
の
参
画
や
地
元
高

校
・
高
校
同
窓
会
（
特
に
や
は
り
天
草
高
校
・
天
草
工
業

高
校
）
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、開
催
す
る
活
動
内
容
・
総
会
内
容
に
つ
い
て
も
、

少
し
ず
つ
変
更
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

何
が
正
し
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
参
加
し
た
方
が
来
年

も
参
加
し
て
み
よ
う
・
知
り
合
い
の
方
を
誘
っ
て
み
よ
う

と
思
う
会
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
多
く
の
方
々
の
意
見
が
必
要
で
あ
り
、
幹

事
に
も
多
く
の
若
手
の
方
を
任
用
し
て
い
け
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

歴
代
の
先
輩
方
が
作
り
あ
げ
て
き
た
お
陰
で
今
の
会
が

継
続
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
良
い
と
こ
ろ
は
継
続
し
て
、

更
に
新
し
い
取
り
組
み
に
取
り
込
ん
で
い
く
流
れ
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

　

ふ
る
さ
と
天
草
を
想
う
気
持
ち
は
、
何
年
経
っ
て
も
年

齢
に
関
係
な
く
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
皆
さ
ん
全
員
で
東
京
天
草
郷
友
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
組
織
部
副
部
長　

西
岡　

智
彦
）

東
京
天
草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の
開
催
報
告

アルカディア市ヶ谷

堺会長の挨拶

堀江上天草市長の挨拶

講師：江上治さん（本渡出身）

会場受付での様子
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催
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。
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殿
様
の
鼻

　

天
草
の
お
殿
様
の
こ
と
で
す
。
殿
様
は
優
し
く

て
素
晴
ら
し
い
政
治
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
家
来

か
ら
も
領
民
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
て
お
る
方
で
し

た
。そ
の
殿
様
に
は
あ
る
悩
み
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
鼻
が
と
っ
て
も
低
く
て
小
さ
な
こ
と
。
こ

れ
で
は
武
士
と
し
て
威
厳
に
欠
け
る
と
つ
ね
づ
ね

思
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
日
お
殿
様
は
家
来

の
新
右
（
し
ん
）
衛
門
（
え
も
ん
）
に
。

「
こ
の
低
く
て
小
（
ち
い
）
さ
か
鼻
ば
ど
が
ん
か

太
く
て
高
い
立
派
な
鼻
に
す
る
方
法
ば
考
え
て
み

い
」

と
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し
ろ
と
言
わ
れ

た
新
右
衛
門
は
困
っ
て
し
ま
い
主
だ
っ
た
家
来
達

を
集
め
会
議
を
開
き
ま
す
。
し
か
し
そ
う
簡
単
に

は
良
い
考
え
は
浮
か
び
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
高
札
を

出
し
広
く
領
民
か
ら
良
い
考
え
を
集
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

ワ
サ
ワ
サ
。
高
札
を
前
に
領
民
た
ち
が
話
し
て
い

ま
す
。

「
殿
様
の
鼻
ば
高
く
し
た
も
の
に
は
山
の
よ
う
に

褒
美
ば
と
ら
す
じ
ゃ
と
」

「
山
の
よ
う
に
褒
美
と
は
ま
た
豪
勢
じ
ゃ
の
う
。

ど
が
ん
し
た
も
ん
か
い
」

天
草
中
で
話
は
広
が
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
旅
の
蝋
燭
（
ろ
う
そ
く
）
売
り
が

高
札
の
前
を
通
り
か
か
り
ま
す
。
蝋
燭
売
り
は
人

だ
か
り
に
興
味
を
ひ
か
れ
高
札
を
読
み
ま
し
た
。

「
な
に
な
に
。
殿
様
の
鼻
ば
高
く
し
た
も
の
に
は

山
の
よ
う
に
褒
美
ば
と
ら
す
と
な
。
ほ
ー
こ
り
ゃ

ー
い
い
な
ー
。
山
の
よ
う
に
褒
美
を
い
た
だ
き
た

い
も
ん
じ
ゃ
が
何
か
い
い
方
法
は
な
い
か
の
ー
」

そ
う
し
て
蝋
燭
売
り
は
し
ば
ら
く
考
え
て
お
り
ま

し
た
が
何
や
ら
良
い
考
え
が
浮
か
ん
だ
よ
う
で
喜

び
勇
ん
で
お
城
に
向
か
い
ま
し
た
。

「
へ
い
、
旅
の
蝋
燭
売
り
で
御
座
い
ま
す
。
町
に

立
っ
て
い
た
高
札
読
み
ま
し
て
。
は
い
、
い
い
考

天
草
発
ふ
る
さ
と
の
昔

む
か
ー
し
の
昔
話

え
が
御
座
い
ま
す
ん
で
。
は
い
？
さ
っ
そ
く
お
殿

様
の
も
と
に
御
案
内
い
た
だ
け
る
と
？
あ
ー
か
し

こ
ま
り
ま
し
た
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
。
あ
！
お
殿

様
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
ま
ー
可
愛
ら
し
い

お
鼻
で
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
あ
っ
ご
無
礼
な
こ

と
を
申
し
ま
し
た
。
は
い
。
今
す
ぐ
ご
立
派
な
鼻

に
致
し
ま
す
の
で
ち
ょ
っ
と
横
に
な
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。
は
い
で
は
失
礼
い
た
し
ま
す
」

そ
う
言
っ
て
蝋
燭
売
り
は
売
り
物
の
蝋
燭
を
取
り

出
し
火
を
付
け
ま
し
た
。
火
で
温
め
ら
れ
た
蝋
燭

は
少
し
づ
つ
溶
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
溶
け
た
蝋

燭
を
お
殿
様
の
鼻
の
上
に
た
ら
し
ま
す
。
ど
ん
ど

ん
垂
ら
し
て
い
き
、
と
う
と
う
ロ
ウ
ソ
ク
丸
ご
と

一
本
分
が
鼻
の
上
に
の
り
ま
し
た
。
あ
と
は
形
を

整
え
色
を
つ
け
て
完
成
。

「
う
ん
。出
来
た
か
。こ
れ
に
鏡
を
持
っ
て
ま
い
れ
。

う
ん
！
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
天
狗
様
の
よ
う
な
立

派
な
鼻
じ
ゃ
。
蝋
燭
売
り
よ
、
満
足
な
出
来
栄
え

じ
ゃ
褒
美
を
と
ら
す
ぞ
」

お
殿
様
は
大
満
足
で
蝋
燭
売
り
に
山
の
よ
う
な
褒

美
を
あ
た
え
ま
し
た
。
蝋
燭
売
り
は
大
喜
び
で
山

の
よ
う
な
褒
美
を
抱
え
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

お
殿
様
は
立
派
な
鼻
に
大
満
足
。
鏡
で
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
顔
を
見
て
お
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と

ぜ
ひ
見
せ
び
ら
か
し
た
く
な
る
も
の
。

「
新
右
衛
門
、
新
右
衛
門
。
領
内
の
見
回
り
を
す

る
ぞ
付
い
て
ま
い
れ
。」

こ
う
し
て
新
右
衛
門
を
と
も
に
し
て
出
か
け
て
行

く
こ
と
に
。

領
内
は
天
狗
の
よ
う
な
鼻
に
な
っ
た
殿
様
が
出
て

き
て
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

「
お
殿
様
が
天
狗
に
な
っ
た
」

「
い
や
、
天
狗
が
お
殿
様
に
取
り
付
い
た
ん
じ
ゃ
」

「
と
っ
て
食
わ
れ
る
ぞ
」

「
逃
げ
ろ
ー
。
子
供
た
ち
を
家
に
隠
せ
」

お
殿
様
は
領
民
の
あ
わ
て
る
様
子
が
愉
快
で
な
り

ま
せ
ん
。

「
新
右
衛
門
。
見
て
み
ろ
。
ワ
シ
の
立
派
な
鼻
を

見
て
逃
げ
て
い
く
ぞ
。
ワ
ハ
ハ
ハ
ー
愉
快
じ
ゃ
愉

快
じ
ゃ
」

と
ご
満
悦
。
し
ば
ら
く
進
む
と
誰
も
居
な
い
野
原

に
き
ま
し
た
。
少
し
興
奮
し
た
お
殿
様
は
少
々
お

疲
れ
に
な
っ
た
よ
う
で

「
新
右
衛
門
こ
こ
で
少
し
昼
寝
を
し
て
い
こ
う
」

そ
う
言
っ
て
新
右
衛
門
と
一
緒
に
ご
ろ
ん
と
寝
て

し
ま
い
ま
し
た
。

の
ど
か
な
昼
下
が
り
。
お
殿
様
と
新
右
衛
門
は
二

人
で
大
き
な
い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
雀
が
よ
っ
て
き
て
お
殿
様
の
鼻
を
チ
ョ
ン
チ

ョ
ン
と
つ
い
ば
み
ま
す
。
ポ
キ
ッ
！
せ
っ
か
く
つ

け
た
鼻
が
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
の
か
に
暖

か
い
日
ざ
し
で
お
殿
様
の
鼻
に
つ
い
て
い
た
蝋
燭

は
汗
と
一
緒
に
す
っ
か
り
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
れ
だ
け
眠
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
暖
か
か
っ
た

お
日
様
が
沈
み
は
じ
め
少
々
肌
寒
く
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

「
う
ー
ち
ょ
っ
と
寒
い
な
ー
。
わ
っ
も
う
日
が
落

ち
始
め
た
ぞ
。
こ
れ
新
右
衛
門
起
き
ろ
、
城
に
帰

る
ぞ
」

そ
う
言
っ
て
新
右
衛
門
を
起
し
て
城
に
戻
る
こ
と

に
。
お
殿
様
も
新
右
衛
門
も
元
の
鼻
に
な
っ
た
こ

と
に
気
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
元
の
鼻
に

も
ど
っ
た
お
殿
様
を
見
た
領
民
た
ち
は

「
お
殿
様
、
さ
っ
き
摘
ん
で
き
ま
し
た
花
で
す
。

ど
う
ぞ
」

「
う
ち
の
畑
で
と
れ
た
美
味
し
い
芋
で
す
」

「
採
れ
た
て
の
鯛
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
召
し
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
近
寄
っ
て
き
ま
す
。
お
殿
様
は
と
て
も
優
し
い

方
な
の
で
皆
か
ら
好
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
こ
れ
は
あ
り
が
と
う
、
い
た
だ
く
ぞ
。
さ
て
、

さ
っ
き
は
恐
れ
て
逃
げ
回
っ
て
い
た
の
に
ど
う
し

た
も
ん
か
い
な
」

「
あ
、
殿
。
鼻
が
と
れ
て
お
り
ま
す
」

新
右
衛
門
に
言
わ
れ
た
殿
様
が
鼻
を
触
っ
て
み
ま

す
と
、
せ
っ
か
く
作
っ
た
蝋
燭
の
立
派
な
鼻
は
な

く
な
っ
て
元
の
小
さ
な
鼻
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。
で
も
お
殿
様
は

「
ま
ー
領
民
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
よ
り
、
こ
う
し
て

慕
わ
れ
て
近
づ
い
て
も
ら
え
る
方
が
良
い
わ
い
」

そ
う
い
っ
て
ご
満
悦
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

お
殿
様
は
自
分
の
小
さ
な
鼻
の
こ
と
は
気
に
し
な

く
な
り
ま
し
た
。

文
責
：
青
木
　
賢
治
氏

　

�

天
草
市
浜
崎
町
在
住
／
あ
お
き
屋
（
ふ
る
さ
と

味
自
慢
の
会
）
代
表
／
天
草
レ
キ
バ
ナ
（
天
草

の
歴
史
と
昔
話
を
話
す
会
）
の
主
催
者

※�

東
京
天
草
郷
友
会
総
会
に
、
物
産
販
売
で
度
々

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
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栖
本
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
ま

し
た
。

栖
本
町
を
流
れ
る

河
内
川
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
自
然

環
境
を
き
れ
い
な

ま
ま
将
来
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め

に
、
栖
本
地
区
振

興
会
を
中
心
に
栖
本
町
民
総
参
加
の
祭
り
と
し
て

続
け
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
晴

天
に
も
恵
ま
れ
天
草
市
内
は
も
と
よ
り
熊
本
県
内

か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
ふ
る
さ
と
栖
本
の
自
慢
の
味
で
あ

る
「
が
ね
揚
げ
・
天
草
大
王
・
ち
り
め
ん
・
や
き

そ
ば
・
お
好
み
焼
き
・
つ
き
た
て
の
餅
」
な
ど
を

地
区
の
テ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地
元
子
ど
も
達
に
よ
る
【
か

っ
ぱ
】
に
ち
な
ん
だ
体
操
や
ダ
ン
ス
、
太
鼓
の
演

奏
な
ど
の
発
表
や
栖
本
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
す
も
っ
ち
・
す
も
り
ん
」
と
併
せ
て
く
ま
モ

ン
も
登
場
し
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
栖
本
中
学
校
の
三
年
生
、
十
三
人

が
地
元
に
伝
わ
る
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財

「
栖
本
太
鼓
踊
り
」
を
初
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
太
鼓
踊
り
は
、
栖
本
諏
訪
神
社
の
例
大
祭

で
郷
土
に
生
き
る
若
人
（
青
年
団
）
に
よ
り
民
俗

芸
能
と
し
て
三
百
有
余
年
の
長
い
伝
統
を
継
承
し

て
い
る
も
の
で
、
激
し
い
動
き
と
踊
り
の
変
化
を

会
得
す
る
に
は
、
き
び
し
い
練
習
と
た
く
ま
し
い

本
渡
の
地
域
資
源
を
活
か
し
て�

�

地
域
振
興
部
長　

松　

元　

正　

治

　

東
京
天
草
郷
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
渡
地
域
で

は
東
京
本
渡
会
様
の
ご

助
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
本
渡
の
町
並
が
一
望
で
き
る
、
本
渡
南
地
区

の
名
所
・
十
万
山
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
清

掃
作
業
な
ど
環
境
整
備
に
加
え
、
昨
年
は
第
二
回

目
と
な
る
十
万
山
公
園
ス
ケ
ッ
チ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
に
は
本
渡
南
小
、
本
渡
北
小
、
亀

川
小
、
本
渡
中
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
本
渡
出
身
の
若
山
画
伯
ら
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
場
所
で
ス
ケ
ッ

チ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
秀
作
品
は
銀
天
街
ア
ー

ケ
ー
ド
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
四
季
」

や
各
小
学
校
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で

展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
渡

市
街
地
だ
け
で

な
く
、
農
村
部

に
お
い
て
も
各

地
区
の
特
色
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
宮
地
岳
地
区
は
十
年
前
か
ら
老
人
会
を
中

心
に
「
か
か
し
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

毎
年
三
月
下
旬
か
ら
五
月
の
大
型
連
休
頃
ま
で
の

期
間
に
か
か
し
を
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
か
か
し

は
毎
年
増
え
続
け
、
昨
年
は
三
百
七
十
体
の
か
か

し
達
が
生
き
生
き
と
し
た
姿
で
、
昔
懐
か
し
い
宮

地
岳
の
暮
ら
し
を
再
現
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
が

実
を
結
び
、
昨
年
の
来
場
者
数
は
二
万
四
千
人
を

超
え
る
な
ど
、「
か
か
し
の
ま
ち
」
と
し
て
知
名

度
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
か
か
し
は
天
草
を
舞
台

と
し
た
映
画
に
も
登
場
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

枦
宇
土
地
区
で
も
、
昨
年
か
ら
、
町
名
の
由
来

と
な
っ
た
ハ
ゼ
を
活
用
し
、
紅
葉
の
名
所
づ
く
り

や
実
の
出
荷
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
渡
地
域
に
お
い
て
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
各
地
区
の
地
域
資
源

を
活
か
し
た
住
民
中
心
の
地
域
振
興
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
第
二
〇
回
栖
本
か
っ
ぱ
祭
り
」

を
開
催�

�

栖
本
支
所
長　

渡　

邉　

良　

三

　

栖
本
地
域
で
は
、
第

二
十
回
目
と
な
る
「
栖

本
か
っ
ぱ
祭
り
」
を
十

一
月
四
日
、
日
曜
日
に

あ
ま
く
さ
ト
ピ
ッ
ク
ス

「ふるさと納税」で天草を応援してください
　住所が天草市外で１万円以上のご寄附をいた
だいた方に、お礼として天草市の特産品をお送
りしています。

〒863−8631　熊本県天草市東浜町8番1号
天草市役所総合政策部財政課
TEL：0969−27−5053　FAX:：0969−27−5033
電子メール：furusato@city.amakusa.lg.jp

郵便やFAXで
お申込の場合⇒

インターネット
「ふるさとチョイス」から⇒

【お申し込み方法など】

松元正治部長

渡邉良三支所長

▲十万山公園スケッチ大会

▲かっぱ祭り（中学生）

天　

草　

編
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体
力
、
強
靭
な
意
志
が
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
中
学
生
は
青
年
団
か
ら
の
指
導
を
受
け

二
ヵ
月
近
く
の
練
習
に
励
み
、
勇
壮
可
憐
に
太
鼓

踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

栖
本
町
青
年
団
で
は
、
若
者
の
減
少
に
よ
る
団

員
不
足
で
太
鼓
踊
り
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
、中
学
生
が
太
鼓
踊
り
を
学
び
、

将
来
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
た
栖
本
太
鼓
踊
り

に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
生
全
員
が
学
校
行
事
の
総
合
的
学

習
と
し
て
、
か
っ
ぱ
祭
り
に
早
朝
か
ら
の
準
備
や

会
場
で
の
運
営
補
助
、
ス
イ
ー
ツ
販
売
、
活
動
の

発
表
な
ど
を
行
い
、
最
後
に
は
掃
除
や
あ
と
片
付

け
ま
で
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て

く
れ
ま
し
た
。
地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
協
働
す

る
こ
と
で
、
将
来
へ
つ
な
が
る
「
栖
本
か
っ
ぱ
祭

り
」
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産「
天
草
の
﨑
津
集
落
」�

�

観
光
文
化
部
長　
　

大　

田　

安　

人

　

２
０
１
８
年
７
月
、

「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連

遺
産
」
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
遺
産
を
構
成
す
る
１２
の
資
産
の
う
ち
の

一
つ
が
、
河
浦
町
﨑
津
に
あ
る
「
天
草
の
﨑
津
集

落
」
で
す
。

　

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
７
月
以
降
、
﨑

津
集
落
に
は
、
毎
月
、
前
年
同
月
の
２
倍
を
超
え

る
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

貴
紙
１
０
６
号
に
て
、
本
市
河
浦
支
所
長
が
ご

紹
介
し
た
「
河
浦
中
学
校
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
」
に
は
、

今
年
度
、
新
た

な
メ
ン
バ
ー
が

加
わ
り
ま
し

た
。
新
メ
ン
バ

ー
も
１０
月
に
ガ

イ
ド
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
、
来

訪
者
の
皆
様
を

元
気
に
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
意
欲
的
に
地
域
と

向
き
合
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
私
ど
も
も
感
銘

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
活
動
に
よ
り
河
浦
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
は
、
中
高
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
援
し
、
称
え
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」
に
お
い
て
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
、
１２
月
に
東
京

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
へ
も
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
の
登
録
は
、
そ
の
資
産
価
値
を
後

世
に
保
存
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
世
界
に
約
束

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

本
来
の
目
的
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
地
域
活
性
化

の
資
源
と
し
て
も
有
効
に
活
用
し
、
地
元
の
方
々

と
と
も
に
、
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
役
割
で
あ
る
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
際
し
ま
し
て
は
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
資
産
の
保
全
・
継
承
、
来
訪
者
の
受
入

れ
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大田安人部長

▲﨑津集落を訪れる観光客

登録
 無料

天草市を応援したい！その想いを待っています

天草市ふるさと住民登録制度
　天草市では天草市出身者等とつながりを深めなが
ら、魅力的な地域づくりを行うため「天草市ふるさと
住民登録制度」を新設しました。この制度は出身者等
がふるさと住民として自身が市のために協力できるこ
と、やりたいこと等を登録していただき、市内の団体
等の利用希望に応じてマッチングし、ともに市を盛り
上げていこうというものです。ご登録された方には、
以下の特典をご用意しております。

＜特典＞
◆ふるさと住民カードの発行
◆天草エアライン天草住民割引運賃での提供
◆広報紙、チラシの送付
◆メールマガジンの発行（イベント等の紹介）　など

お申込みは市のホームページもしくは“天草市　ふるさと住民”
で検索後、登録申請書をダウンロードして下さい。
お電話いただければ登録申請書をお送りいたします。

◀詳細はこちらのQRコードを
　読み込んでご覧いただけます。

□■　問い合わせ先　■□
熊本県天草市役所地域政策課
TEL ０９６９−２７−６０００　FAX ０９６９−２３−１９９９
e-mail：furusato-gp＠city.amakusa.lg.jp
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『
俳
句
と
天
草
の
仲
間
た
ち
』 

�

苓
洲
会　
　

本
田
　
治
幸

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

苓
洲
会
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
す
ま
す
元
気
で
、
年

を
重
ね
る
ど
こ
ろ
か
俳
句
の
パ
ワ
ー
で
年
を
吹
き

飛
ば
し
て
い
ま
す
。
ど
う
も
一
年
一
年
若
く
な
っ

て
い
る
み
た
い
で
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
毎
月
の
句
会
の
一
週
間
前
か
ら

兼
題
に
基
づ
い
て
俳
句
を
考
え
る
習
慣
が
つ
く
よ

う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

人
の
脳
は
何
か
に
集
中
し
て
考
え
る
習
慣
を
つ

け
れ
ば
脳
細
胞
は
賦
活
し
、
ど
ん
ど
ん
若
返
る
の

で
す
。

　

ま
さ
に
俳
句
を
学
ぶ
と
言
う
の
は
お
金
の
か
か

ら
な
い
「
ト
ン
で
も
若
返
り
法
」
な
ん
で
す
。

脳
は
体
全
体
の
司
令
塔
、

脳
を
使
え
ば
元
気
で
長
生

き
で
き
る
と
言
う
わ
け
で

す
。

　

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
夏
井
い
つ
き
さ
ん
は

「
毎
日
五
分
で
一
句
詠
む
習
慣
を
つ
け
れ
ば
認
知

症
の
予
防
に
つ
な
が
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
私
達
も
俳
句
パ
ワ
ー
を
浴
び

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
五
日（
日
）、
小
石
川
後
楽
園

で
吟
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

東
京
ド
ー
ム
の
す
ぐ
後
ろ
に
あ
る
こ
の
庭
園
は

落
ち
着
い
た
静
か
な
雰
囲
気
で
す
。
も
と
も
と
徳

川
頼
房
が
造
り
、二
代
目
の
光
圀（
黄
門
様
）が
完
成

さ
せ
た
中
国
の
雰
囲
気
を
取
り
入
れ
た
庭
園
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
庭
園
を
散
策
し
な
が
ら
花
や
樹
木
、

日
本
庭
園
の
景
色
を
見
る
。
何
と
優
雅
で
贅
沢
な

時
間
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
七
名
の
参
加
者
で
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
い
一
時
で
し
た
。　
　
　

　

渡
月
橋
寒
さ
待
た
ず
に
ツ
ワ
の
花　
　
　
　
　

�

　

志
茂　

　

大
松
も
こ
も
巻
き
さ
れ
て
冬
支
度　
　
　
　
　

　

�

　
　

平
山　

　

澄
み
渡
る
空
や
小
春
日
吟
行
す　
　
　
　
　
　

�

　

本
田　

　

空
青
し
ド
ー
ム
を
望
む
丘
に
立
つ　
　
　
　
　

�

　
　

今
福　

　

手
を
出
せ
ば
さ
っ
と
身
を
引
く
落
ち
葉
か
な　

�

　

西
岡　

　

白
は
け
の
遠
い
青
空
子
供
の
絵　
　
　
　
　
　

�

　

岩
下　

　

櫨
の
実
を
見
上
げ
る
先
の
高
き
空　
　
　
　
　

�

　

坂
川　

　

俳
句
は
五
、
七
、
五
の
十
七
文
字
で
表
現
す
る

「
詩
」
で
す
。
花
や
鳥
、
自
然
の
風
景
を
感
じ
た

ま
ま
型
ど
お
り
に
詠
み
こ
ん
で
い
け
ば
出
来
上
が

り
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
何
か
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

小石川後楽園

永野 正臣 （広報担当理事）☎０９０－２７６１－６２１５

郵便局備え付けの払込取扱票に、当東京天草育英会の口座記号・番号
（００１００ ＝ ４ ＝　 ３６２１２７）を、加入者名の欄に

「一般財団法人東京天草育英会」 と お書きください。
一般財団法人 東京天草育英会   理事長　園田峯生

〒１０２-００９３東京都千代田区平河町２-５-７ ヒルクレスト平河町５０１号
☎０３－６２６１－５５９８　　http://amakusa-ikueikai.com

１０８号東京天草育英会広告原稿

  この一年間には、過去最大の７名の奨学生が皆様のお世話になりました。
ほんとうにありがとうございました。

1,000円から何口でも結構です。

４年間の勉学を終えて、学士号を取得したふたりの男女の若人が来月めでたく巣立っていきます。
女性は天草市牛深町出身、男性は天草市本渡町出身です。

中央大学本年度卒業生

東京天草育英会
奨学金給付を受けて

東京天草育英会より

　天草育英会の奨学金を受けて、私は大学生の
うちにたくさんの国に行き、興味を持った文化
や歴史に実際に触れてみたいと思っていまし
た。それを叶えることができたのは、天草育英
会の奨学金を受けることができたからです。
　私は、現在まで私立大学に通い、一人暮らし
をしていました。学費もかかりますし、一人暮
らしは何かと物入りです。だからアルバイトを
して賄っていました。昼は学校に行き、夜はア
ルバイトをする生活には、海外に行く余裕はあ
りませんでした。
　しかし、天草育英会の奨学金を受け、昨年の
冬にドイツに行く事ができました。ドイツでは
かねてより行きたかったニュルンベルクのクリ
スマスマーケットに行き、ドイツ文化を体験す
る事ができました。また日本とは違い、様々な
人種の方々が生活をしていました。この事に関
連して、ドイツの難民受け入れ政策は世界トッ
プだという事を大学の授業で知っていました
が、実際に目にして実感する事も出来ました。
　このような貴重な経験は、これからも大切に
していきたいです。なによりも、これから多く
の学生に天草育英会を知ってもらい、学生の未
来がより豊かになるよう望んでいます。



ひ
ご
の
屋

　 

長
谷
場
　
亮
祐

（
牛
深
出
身
）　　
　
　

（
ひ
ご
の
屋
グ
ル
ー
プ
）昼
間
で
あ
れ
ば「
打
ち
合
せ
会
」な
ど
に
御
自
由
に
御
利
用
下
さ
い
。

　

青
山
店　

〒
107

−

0061�

港
区
北
青
山
三

−

十
二

−

七　
　

〇
三（
三
四
〇
六
）一
七
六
六

　

表
参
道
店　

〒
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−

0062�

港
区
南
青
山
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−

十
八

−

十
七　

〇
三（
三
四
二
三
）四
四
六
一

　

外
苑
前
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〒
107

−

0062�

港
区
南
青
山
二

−

二
七

−

二
八　

〇
三（
三
四
〇
三
）三
〇
七
九

有
機
栽
培
の
お
い
し
い
果
物
全
般

　
　
　
　
　
　

―
産
地
直
送
い
た
し
ま
す
―

株
式
会
社
　
リ
ブ
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役　

本
田
　
治
幸

（
姫
戸
町
出
身
）　

〒
134

−

0013�

江
戸
川
区
江
戸
川
六

−

三

−

四

　
　
　
　

電　

話　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
四
一

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三（
三
六
八
九
）五
二
六
六

野
田
　
と
し
こ（本

渡
出
身
）　

〒
144

−

0051�

大
田
区
西
蒲
田
七

−

四
八

−

十
四

　

蒲
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
六
Ｆ

電　

話　

〇
三（
五
七
一
一
）三
一
五
六

（
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
西
口
下
車
ア
ー
ケ
ー
ド
街
）

ク
ラ
ブ
　
赤
　
石
　

赤
石
　
洋
子

（
本
渡
出
身
）　

〒
104

−

0061�

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
八
番
七
号

銀
座
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３
ソ
ワ
レ
ド
ビ
ル
５
Ｆ
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あ
ま
く
さ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

天
草
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
Ａ
Ｇ
Ｐ
）
の

原
田
で
す
。
Ａ
Ｇ
Ｐ
は
、
関
東
在
住
の
天
草
出
身

者
や
天
草
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
若
者
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、
東
京
か
ら
で
も
天
草
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
共
通
の
想
い
の
も
と
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
Ｐ
の
中
で
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
九
州
観
光
物
産
フ
ェ
ア
が
１０
月
１２
日
〜
１０

月
１４
日
の
間
に
代
々
木
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
１１
年
目
を
迎
え
る
今
年
も
表
参
道
・「
ひ

ご
の
屋
」
様
と
協
働
し
て
、
天
草
大
王
の
炭
火
焼

き
と
天
草
鯛
め
し
を
販
売
し
ま
し
た
。
初
日
の
１２

日
は
平
日
か
つ
悪
天
候
で
入
場
者
数
は
少
な
か

っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
天
候
も
回
復
し
、
３

日
間
で
１８
万
人
が
訪
れ
、
九
州
各
地
の
美
味
し
い

名
産
品
を
食
べ
、
焼
酎
等
に
酔
い
し
れ
る
例
年
通

　

師
走
の
第
一
日
曜
日
１２
月
２
日
、
今
年
度
第
３

回
幹
事
会
が
御
茶
ノ
水
駅
側
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
行
わ
れ
た
。
会
に
は
会
長
以
下
役
員
幹
事

３６
名
が
集
合
。

　

上
田
幹
事
長
司
会
の
元
に
会
は
進
め
ら
れ
、
冒

頭
堺
会
長
か
ら
先
般
開
催
さ
れ
た
第
一
回
東
京
天

草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
協
力
の
お
礼
と
労
い
、
今
後

行
わ
れ
る
第
二
回
の
ど
自
慢
大
会
、
来
年
度
の
総

会
に
向
け
内
容
あ
る
協
議
を
よ
ろ
し
く
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
協
議
に
入
っ
た
。

　

一
部
の
議
事
（
そ
の
１
）
は
、
先
ず
平
山
財
務

部
長
か
ら
広
告
の
お
願
い
、
現
在
の
財
務
内
容
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
事
業
部
寺
平
部
長
か
ら
は

釣
り
大
会
と
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、
の
ど
自
慢
大
会

に
つ
い
て
は
、
別
途
議
事
（
そ
の
２
）
で
協
議
を

行
う
と
い
う
事
で
し
た
。
続
い
て
稲
田
広
報
部
長

か
ら
９
月
発
行
し
た
１
０
７
号
、
３
月
発
行
予
定

の
１
０
８
号
の
件
、
組
織
部
西
岡
副
部
長
か
ら
は

先
般
開
催
し
た
第
一
回
東
京
天
草
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
の
報
告
、
１
月
１９
日（
土
）開
催
予
定
の
地
域
連

絡
協
議
会
に
つ
い
て
、
内
田
女
性
部
長
か
ら
親
睦

バ
ス
旅
行
の
日
程
、
行
く
先
等
の
説
明
の
後
、
事

務
局
か
ら
１１
月
ま
で
の
収
支
報
告
。
そ
の
後
サ
ー

ク
ル
活
動
苓
洲
会
の
本
田
事
務
局
長
か
ら
活
動
状

況
、
会
員
募
集
の
話
で
、
議
事
（
そ
の
１
）
は
終

了
し
た
。

　

議
事
（
そ
の
２
）
は
、
来
年
節
分
の
日
に
行
わ

れ
る
第
二
回
の
ど
自
慢
大
会
に
つ
い
て
岩
下
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
説
明
。
第
一
回
の
優
勝
者
は
ゲ
ス

ト
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
議
事

（
そ
の
３
）
は
、
平
成
３１
年
度
総
会
決
定
事
項
の

報
告
（
日
程
、
場
所
）。
そ
の
他
準
備
に
つ
い
て

は
次
回
幹
事
会
ま
で
に
事
務
局
が
順
を
追
い
、
作

業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
部
屋
を
移
っ
て
忘
年
会
を
兼
ね
た
懇

親
昼
食
会
。
平
成
３０
年
度
最
後
の
第
三
回
幹
事
会

は
予
定
時
間
午
後
２
時
３０
分
に
閉
会
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

平
成
３０
年
度
「
東
京
天
草
郷
友
会
」

第
３
回
幹
事
会
開
催

今年も大人気

売り切れ？！

九州物産展の風景

り
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
天
草
大
王
を
楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
る
常

連
の
お
客
様
、
天
草
大
王
の
等
身
大
の
パ
ネ
ル
に

興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
増
え
、
東
京

で
の
天
草
大
王
の
認
知
度
が
上
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
天
草
の
新
米
を
使

っ
た
鯛
め
し
も
潮
の
香
り
が
感
じ
ら
れ
て
美
味
し

い
と
好
評
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
九
州
の
産
品
が
あ
る
中
で
目
の
前

で
焼
き
た
て
を
提
供
す
る
天
草
大
王
の
炭
火
焼
き

と
、
ほ
っ
こ
り
と
優
し
い
味
の
鯛
め
し
は
物
産
展

の
中
で
も
唯
一
無
二
の
味
だ
と
自
信
を
持
っ
て
い

ま
す
。
訪
れ
た
お
客
さ
ん
が
天
草
の
豊
か
な
「
食
」

を
き
っ
か
け
に
、
天
草
そ
の
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
来
年
も
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

原
田　

智
成



　　ダスキンライフケア天草ステーション　

　　　　　　　　　℡0120‐931‐123

　天草のお墓が気になるけど 帰省できそうにない
　そんな時は

　　　年間５回のお墓そうじパック
　【お盆前、お正月前、お彼岸（春・秋）前、命日など】

ダスキンライフケアにお任せ下されば、お墓の、お
そうじや、献花をご家族様に代わってお伺いします

型枠工事一式
千葉県許可番号（般126）第
49360号

株式会社 松和工務店

代表取締役

松 元 　 巧
（新和出身）

〒273−0124
千葉県鎌ケ谷市中央２−６−３７
TEL・FAX�047−445−3556
資材置場�千葉県印西市鎌苅
字中野峠1983−２
TEL・FAX�0476−８０−5531
E-mail：tk.1093@train.ocn.ne.jp
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友
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岸
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冬
晴
れ
の
続
く
１
／
１９（
土
）、
ブ
ル
ー
リ
リ
ー

青
百
合
飯
荘
銀
座
店
で
平
成
３１
年
度
「
関
東
天
草

ふ
る
さ
と
地
域
連
絡
協
議
会
」（
以
下
地
連
協
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
連
協
は
関
東
に
お
け
る
天
草
の
地
域
ふ
る
さ

と
会
間
の
連
携
を
図
り
、
共
催
事
業
促
進
な
ど
の

役
割
を
担
っ
た
年
一
回
開
催
の
連
絡
協
議
会
で
す
。

　

今
回
は
旧
２
市
１３
町
の
地
域
会
１４
組
織
か
ら
会

長
、幹
事
長
、事
務
局
長
さ
ん
達
１９
名
が
参
加
し
、

１２
時
（
正
午
）
〜
１５
時
迄
の
約
３
時
間
、
各
地
域

ふ
る
さ
と
会
の
総
会
日
時
、
諸
行
事
の
確
認
、
各

地
域
会
の
本
年
度
の
役
員
、
連
絡
先
の
確
認
。
ふ

る
さ
と
へ
の
貢
献
事
業
報
告
、
各
々
の
会
共
通
の

悩
み
や
課
題
、
特
に
２
／
３（
日
）開
催
の
「
第
２

回
天
草
地
域
対
抗
の
ど
自
慢
大
会
」、
書
家
・
池

田
光
希
（
五
和
出
身
）
氏
の
「
２
．１１
建
国
記
念

の
奉
祝
揮
毫
ｉ
ｎ
明
治
神
宮
」
へ
の
応
援
参
加
協

力
等
の
話
し

合
い
が
行
わ

れ
、
今
回
も

有
意
義
な
地

連
協
の
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
組
織
部
長

�

横
田
吉
弘
）

　１月２６日、都内のさかなさま大手町店にて『あま
くさン交流会in東京』が「天草市ふるさと住民窓口」
による企画で３０名前後の参加者の下に開催されまし
た。金子天草市副市長の挨拶で始まり、ゲストのご
紹介として、天草元気プロジェクト代表の渡邉健氏、
本日のお店を経営されている株式会社エレキング専
務取締役の江藤智昭氏、シャルキュティエPicasso
代表の松田悠佑氏の３名による自己紹介を含めた
トークショーが渡邉氏によるコーディネートで披露
されました。年齢層も３，４０代を中心に会は最後まで
大変盛り上がりました。この度の交流会を設定戴き
ました、天草市地域政策課の平武蔵係長、山並令彦
主査に深く感謝申し上げます。

あまくさン交流会
繋がろう天草in東京

組
織
部
だ
よ
り

平
成
３１
年
度　

地
域
連
絡
協
議
会　
開
催

地域会名 会長幹事長事
務局長等 氏名 総会日程

東京天草郷友会
会長 堺　亜琉 ◦�４/２８ホテル東京ガーデンパレス（御

茶ノ水）組織部長 横田　吉弘
関東ふるさと
栖本会

会長 緒方　清
◦�１０/６グリーンパーク（上野公園内）

事務局長 福冨　誠

東京牛深会
会長 池田　誠治 ◦�１１/２４ハイアットリージェンシー東

京事務局長 福本　康治
関東ふるさと
新和会

会長 谷山　弘行
◦５/１２アルカディア市ヶ谷

事務局長 船元　俊之

東京河浦会
会長 富永　英六

◦�９/８主婦会館プラザエフ（四ツ谷）
事務局長 友山　重則

東京五和会
会長 西末　光

◦６/１（土）スクワール麹町幹事長 山本　忠義
事務局長 井上　正三

Ｈ３１地連協総会開催日一覧
関東ふるさと
苓北会 会長 大仁田　淳 ◦１１/２４スクワール麹町

東京大江会
会長 松山　英文

◦�４/２１グリーンパーク（上野公園内）
事務局長 深池　末徳

東京高浜会
会長 町村　良之

◦６/１６グランドヒル市ヶ谷
幹事長 上田　幸穂

関東御所浦会
会長 田中　盛正

◦�１０/２０ホテルモントレ半蔵門（予定）副会長
（兼事務局長）山下　正忠

関東佐伊津会 会長 北内　寿夫 ◦�３/２３（土）主婦会館プラザエフ（四
ツ谷）

東京本渡会 会長 平田　俊清 ◦�１/２６（土）賀詞交歓会アルカディ
ア市ヶ谷

関東有明会
会長 今福　幸春 ◦�２/２３（土）東海大学校友会館３５Ｆ

（霞ヶ関ビル）事務局長 高戸　三幸
東京天草四郎
ふるさと会

会長 園田　雅宣 ◦�６/２９（土）ホテルメトロポリタンエ
ドモント（飯田橋）幹事長 塚本　浩晴
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ご　寄　付　者
猪口　晴子 ５０，０００ 山下　純二 ８，０００ 黒瀬日出男 ３，０００ 中元　令士 ３，０００
西田　勝年 ２２，０００ 岡本　日吉 ８，０００ 小山　隆紹 ３，０００ 石原　靖廣 ３，０００
西　　末光 １８，０００ 明瀬　　建 ８，０００ 堺　　千種 ３，０００ 平田　俊清 ３，０００
松元　　巧 １８，０００ 稲田　彰典 ６，０００ 下村　明宏 ３，０００ 尾田　為人 ３，０００
今福　幸春 １０，０００ 田尻　鉄矢 ５，０００ 山田　敏房 ３，０００ 原田　幸徳 ３，０００
塚本　浩晴 １０，０００ 山本　春繁 ５，０００ 平山　敏明 ３，０００ 山川　富也 ３，０００
赤石　洋子 １０，０００ 常深　　襄 ５，０００ 園田　達彦 ３，０００ 田村　良之 ３，０００
安達　大悟 １０，０００ 山下　康親 ３，０００ 段下　文男 ３，０００ 清原ミツエ ３，０００
島崎源之助 １０，０００ 原田　幸徳 ３，０００ 武田三千穂 ３，０００ 鈴木美知子 ３，０００
新　日出雄 ８，０００ 川原　利之 ３，０００ 助村　隆典 ３，０００ 段下　正志 ３，０００
鳥羽瀬建男 ８，０００ 長谷場亮祐 ３，０００ 仁科　正男 ３，０００ 上　　元範 ２，０００
村田　文裕 ８，０００ 稲葉由起子 ３，０００ 天草　二郎 ３，０００ 山田　　清 ２，０００
山下　順子 ８，０００ 寺﨑　典男 ３，０００ 野田とし子 ３，０００ 高尾　朋行 ２，０００
上田　幸穂 ８，０００ 内野　多恵 ３，０００ 原田　敏明 ３，０００ 松﨑　武久 ２，０００
岩下　直記 ８，０００ 三宅　健富 ３，０００ 北内　寿夫 ３，０００ 加瀬　初美 １，０００
芦田　春喜 ８，０００ 清水　利人 ３，０００ 川口　智光 ３，０００ 阿部　達郎 １，０００
中本　雅幸 ８，０００ 大曲　　仁 ３，０００ 谷山　弘行 ３，０００ 猪俣　　均 １，０００
井上　雅之 ８，０００ 田中　一俊 ３，０００ 井上　正三 ３，０００ 合計　４０３，０００円

平成３０年度会費納入者一覧表（１２月３１日現在）
会費納入者　２８０名 合計56０,０００円
天草� １６名
中本　幸政
川原　利之
山本　春繁
松山　英文
西岡　智彦
木田　研一
竹森　　要
武田三千穂
上田　幸穂
森　　秋雄
芦田　春喜
若松　一喜
若松キヌ子
渡辺千恵子
佐々木康子
町村　良之
有明　２１名
香月　秀廣
永野　正臣
黒木　憲一
永濱　　巌
砂岡　俊宏
髙戸　三幸
赤城　一徳
柴田　英雄
押方喜恵子
明瀬　　建
柴田　健雄
入来　哲男
今福　幸春
井上富美生
川田　信雄
今福　　武
天草　二郎
藪　　親晴
山本　弘子
小川　廣美
濱崎　淳一
五和　３９名
福井　幸人
清水　一男
久野　栄子

森本　雅生
清原　桂典
寺﨑　典男
浜崎　親志
鳥羽瀬建男
小林　椎邦
西　　末光
金子　正朝
吉野平八郎
金子　春江
小山　隆紹
桁山　輝雄
桁山千鶴香
岩崎　良昭
山本　忠義
猪口　孝一
浜﨑　照元
山下　　登
中井詔太郎
荒木　親洋
松下　一郎
三澤　哲也
鳥羽瀬正一
宮崎　大和
猪股　　均
田尻　鉄矢
猪口　逸男
井上　正三
岩崎　陽一
岩崎　八男
金子　良平
村上三保子
釜崎　初女
伊藤　裕子
長瀬　敏明
坂本　秀明
牛深���１５名
山﨑　義則
早水　橋夫
口脇　紀子
上　　元範
足立　恭子
岩下　好夫

中道　俊信
長谷場亮祐
上羽　　泉
下川　洋子
中原　栄子
兒島　五郎
岡部　佳子
佐々木祐孝
井上　雅之
大矢野８名
古嶋　康義
内野　多恵
池谷　卓児
田中　一俊
山田　民雄
川口　智光
何川��一寿
満田　茂春
河浦� １６名
富永　英六
三宅　康定
三宅　健富
寺平　末廣
倉田　蕃造
東　　文昭
横田　吉弘
歳田　博文
岩﨑　勝美
鈴木　弘子
西尾　昭秋
仁科　正男
坂本　初義
安達　大悟
大平　幸博
友山　重則
倉岳��６名
稲葉由紀子
藤川　佐利
稲田　彰典
山並　義也
高尾　朋行
中本　雅幸
御所浦１１名

田中　盛正
木下　　誠
村田　文裕
西浦ミチ子
西浦三喜男
花里　安明
中村　敏光
小平　三男
富山　訓全
大槻　輝子
天羽　幾世
新和� ２４名
藤川　博祥
浦田　　建
鈴木　鈴美
清水　利人
川端　光広
中元　令士
清水　幸人
梶田　恵光
湯澤　泰彦
山下　順子
平山　敏明
小野寺峰子
園田　達彦
助村　隆典
松元　　巧
切山サカエ
谷山　弘行
小山　康志
角元　賢謹
藤川　寿子
相木よつ子
尾田　為人
山川　富也
岡本　日吉
栖本　１７名
山口　安信
竹馬　久雄
緒方　　清
山元　律子
近藤　賢一
長嶋　秀昌

吉田　眞一
金子　文香
倉田　清吾
岡田　松市
今泉　セツ
兼平りみ子
原田　敏明
山口　清志
福田　末隆
勝木　　隆
原田るみ子
姫戸� １３名
井上　　勉
前田　義明
内田由美子
甲田　敏明
出口　定敏
本田　治幸
山田慶次郎
住本　國雄
若松　孝市
前田　嘉也
山下　純二
浦本　博一
吉永　英二
本渡� ４７名�
渡辺　和則
新　日出雄
山下　康親
原田　幸徳
吉本　　守
近藤耕三郎
織田　　堅
板垣　壽朗
藤田　和雄
浜　　健悟
松尾　希一
大曲　　仁
金子　尚弘
新　　征男
相良　諌雄
平田　俊清
赤石　洋子

原田　純吾
鈴木美知子
山田　敏房
山田　輝夫
島﨑　明治
井坂久美子
山田　　清
秋田　健二
伊藤　常和
織田　祐子
佐藤　節代
松本マチ子
松尾　和生
森下　幸造
野田とし子
北内　寿夫
松下　　治
鶴田　義久
柏原芙紀子
玉田　元康
小島　信雄
石原　靖廣
原田　幸徳
伊藤　博通
山下　克己
松本　博美
洲崎　千尋
園田　峯生
山口　誠一
和田　重司
松島� ９名
松田　裕一
髙戸　　昇
塚本　浩晴
坂口　亜衣
大久保幸一
志茂　豊子
松村潤乃輔
加瀬　初美
清原ミツエ
龍ヶ岳�１９名
中野　重徳
緒方　輝男

西岡　捷平
堺　　千種
下村　明宏
瀧下　啓介
堺　　亜琉
段下　正志
段下　文男
浜﨑　　明
岩下　直記
岩下　　忍
浅野美恵子
中　　直治
坂川　　武
溝脇　啓子
島崎源之助
久保祐一郎
吉井　清博
苓北� �１７名
道田　　満
大仁田　淳
金子　一吉
常深　　襄
松﨑　武久
黒瀬日出男
小森　友恵
吉村いつみ
田中　安弘
田付　　明
平井　忠明
平方　和穂
西田　勝年
柴田　治美
津田志保子
木村さよ子
阿部　達郎

会友� �２名
逢川まさき
木村　�功

事務局より 平成３０年度の会費・維持会費・ご寄付ありがとうございました。
■会の諸活動は、皆様の会費で運営致しております。
■�尚、会費・維持会費・ご寄付を頂いた方には、本来であれば領収書を送付すべきところですが、経費節減を図るため、会報に記載することで省略させ
て頂きます。万一記載漏れ等がございましたら、事務局までご連絡ください。対処させて頂きます。どうかご理解のほどよろしくお願いします。

維持会費
藤川　博祥 ５０，０００
堺　　亜琉 ５０，０００
荒木　親洋 ３０，０００
柴田　治美 ３０，０００
桁山千鶴香 ３０，０００
竹森　　要 ２０，０００
緒方　輝男 ２０，０００
園田　峯生 １０，０００
山﨑　義則 １０，０００
内田由美子 １０，０００
赤石　洋子 １０，０００
甲田　敏明 １０，０００
塚本　浩晴 １０，０００
中原　栄子 １０，０００
鳥羽瀬建男 １０，０００
坂川　　武 １０，０００
合計　３２０，０００

平成３０年度活動報告
 平成３０年１２月３１日まで

開催年月日 活動内容 開催場所
平成３０年１月２１日
　　　　　　２２日

東京天草郷友会親睦
一泊バス旅行 舘山寺温泉・龍潭寺方面

平成３０年１月２７日 東京本渡会総会 アルカディア市ケ谷
平成３０年１月２８日 関西天草郷友会連絡協議会 大阪リバーサイドホテル

平成３０年２月３日 第一回天草地域対抗のど自慢大会 深川江戸資料館

平成３０年２月２４日 関東有明会総会 東海大学校友会館３５Ｆ
（霞ヶ関ビル）

平成３０年３月１１日 関東天草ふるさと地域連絡協議会会
ブルーリリー　
青百合飯荘　銀座

平成３０年４月１日 東京天草郷友会第一回幹事会 東京ガーデンパレス
平成３０年４月１５日 東京大江会総会 グリンパーク（上野公園内）
平成３０年４月２２日 東京天草郷友会総会 東京ガーデンパレス
平成３０年５月１３日 関東ふるさと新和会総会 アルカディア市ケ谷
平成３０年５月１３日 東京高浜会総会 ホテルグランドヒル市ケ谷

平成３０年５月２７日 東京天草郷友会第二回幹事会 ブルーリリー　
青百合飯荘　銀座

平成３０年６月６日 天草ふるさと対抗ゴルフ大会 山武グリーンカントリー倶
楽部

平成３０年６月９日 東京五和会総会 スクワール麹町

平成３０年６月２５日 天草宝島観光協会総会 ホテルアレグリア
ガーデンズ天草

平成３０年６月３０日 東京天草四郎ふるさと会総会 ホテルメトロポリタン
エドモンド

平成３０年７月２２日 東京天草郷友会釣り大会 夢の島マリーナ
平成３０年９月９日 東京河浦会総会 主婦会館プラザエフ
平成３０年１０月７日 関東ふるさと栖本会総会 グリンパーク（上野公園内）
平成３０年１０月２１日 関東御所浦会総会 ホテルモントレ半蔵門
平成３０年１１月４日 東京天草町人会まつり オーラム（新御徒町）

平成３０年１１月１１日 東京牛深会総会 ハイアットリージェンシー
東京

平成３０年１１月１１日 東京天草郷友会親睦ゴルフ大会 ゴルフ倶楽部成田ハイツリー
平成３０年１１月１２日 東京熊本県人会 東京ドームホテル

平成３０年１１月１７日 天草工業高等学校同窓会東日本支部 品川アリスアクアガーデン

平成３０年１１月２５日 関東ふるさと苓北会総会 東海大学校友会館３５Ｆ
（霞ヶ関ビル）

平成３０年１２月２日 東京天草郷友会第三回幹事会 東京ガーデンパレス

　平成３０年１２月３１日事務局に提出された平成３０年
度決算報告書の各事項について監査した。
　会計に関する帳簿、計算書類について立会照合
等により調査した結果、何れも、その取扱いが正
当で、処理が正確であることを認めます。

平成３１年１月３１日
東京天草郷友会　会計監査　段下正志　　㊞
　　　　　　　　会計監査　若松一喜　　㊞

平成３０年度収支決算書
（平成３０年１月１日〜１２月３１日迄）

支出の部 支出の部
前期繰越金 １，９１９，２５９ 通信費 ３４８，２７１
年会費 ５６０，０００ 事務費 １８０，２１０
維持会費 ３２０，０００ 慶弔費 ３３３，５８７
寄付金 ４０３，０００ 総会費 ２，１５６，４１９
会報広告費 ９０５，０００ 会報製作費 ６６５，１０２
総会会費 １，９２３，０８０ 事業費（のど自慢） ４３２，９９４
事業収入（のど自慢） ４４８，０００ 事業費（ビジネス） ５３４，９６７
事業収入（ビジネス） ３９５，０００ 支払手数料 ４０，５８４

　 　 預り金 １２，０００
計 ６，８７３，３３９ 計 ４，７０４，１３４

次年度への繰越金 ２，１６９，２０５
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株式会社 OSTブレーン
一級建築士事務所  　　

代表取締役

塚 本　浩 晴
（松島出身）

日本音響学会会員

〒102－0072
東京都千代田区飯田橋3－11－13
FORECAST飯田橋302
T E L 03－5210－2244（代表）
F A X 03－5210－4466
携 帯 090－2728－8583
URL:http://www.ostburein.co.jp
mail:osttuka@ostburein.co.jp
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◇除草剤・防腐剤は
　　　　　　一切使用していません
◇樹木害虫防止最小限使用

藤川レモン園
天草市新和町小宮地
TEL 045−592−5075
TEL 0969−46−2294
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代表取締役　桁山　輝雄（天草町福連木出身）

本　　　社　〒１７４−００７５  東京都板橋区桜川２−１５−１８
　　　　　　TEL ０3（393１）７００４   FAX ０3（393１）７５１２
茨城営業所　〒3０６−０２２５　茨城県古河市磯部１１−１
　　　　　　TEL ０２８０（93）０００４　 FAX ０２８０（２3）４００3
加須営業所　TEL・FAX ０４８０（４８）６3８４

平成３1（２０19）年３月１日 （16）東京天草郷友会 会報第１０8号
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第
一
回
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せ
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時　

平
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７
日（
日
）１２
時
〜
１５
時
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デ
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Ｆ
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※
詳
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く
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別
途
お
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ら
せ
し
ま
す
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あ
　
と
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き��

　

２
０
１
９
年
（
平
成
３１
年
）
亥
の
年
も
初
春
を

迎
え
ま
す
が
、
本
年
は
天
皇
陛
下
の
退
位
に
よ
っ

て
５
月
か
ら
新
元
号
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
平
成

の
時
代
が
終
わ
り
、
愈
々
新
元
号
の
下
に
新
し
い

天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
さ

て
、
お
届
け
し
ま
し
た
会
報
「
あ
ま
く
さ
」
１
０

８
号
に
は
、
昨
年
、
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登

録
が
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
、
表
紙
に
は
﨑
津
教

会
の
遠
景
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
本
年
は
時
代
の

大
き
な
転
換
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
東
京
天
草
郷

友
会
の
会
員
の
皆
様
に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
ど
う

か
本
年
が
健
や
か
で
明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員

の
皆
様
へ
、
よ
り
良
き
会
報
を
お
届
け
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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報
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２
０
１
８
年
９
月
１２
日
、
東
京
天
草
郷
友

会
の
女
性
部
副
部
長
で
、
長
年
に
わ
た
り
会

に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
中
原
栄
子
様
が

交
通
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
故
人
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
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成
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東
京
天
草
郷
友
会
総
会
・

懇
親
会
の
ご
案
内

ふ
る
さ
と
天
草
の
歌
を

天
草
二
郎
さ
ん
・
逢
川
ま
さ
き
さ
ん
が
熱
唱
♬

原
田
悠
里
さ
ん
に
も
お
願
い
し
て
い
ま
〜
す
。

尚
、
会
場
準
備
の
都
合
上
３
月
３０
日（
土
）迄
に
同
封
の

ハ
ガ
キ
に
て
出
欠
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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性
：　
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青
年（
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歳
迄
）：
５
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０
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会
費

11
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

総
会

JR中央線・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口より徒歩5分
東京メトロ丸の内線「御茶ノ水駅」より徒歩5分
東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」より徒歩5分

交通機関


